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更
新

21

日
本
言
語
文
化
基
礎
［
講
座
そ
の
３
］

萩
原

義
雄

寺
子
屋
に
学
ぶ

江
戸
時
代
の
日
本
は
、
多
く
の
人
々
が
異
国
の
世
界
を
知
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
彼
ら
は
切
磋
琢
磨
を
忘
れ
ず
、
武
道
に
励
み
、

学
問
に
も
精
を
出
し
た
。
教
練
と
し
て
武
家
の
子
ど
も
達
は
学
問
所
や
各
藩
の
藩
校
に
通
い
、
町
屋
の
子
ど
も
達
は
寺
子
屋
に

通
っ
て
己
の
心
身
を
磨
き
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
識
字
率
は
何
と
世
界
最
高
峰
の
教
育
水
準
値
に
高
め
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

た
だ
量
的
数
値
が
高
い
の
で
は
な
い
、
そ
の
教
育
の
精
度
が
今
日
の
学
校
教
育
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す

る
手
が
か
り
と
な
る
く
ら
い
優
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
基
礎
的
学
力
の
習
得
法
や
人
格
形
成
を
重
用
し
た
習
学
制
度
が
群
を
抜

い
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
勿
論
、
体
罰
な
ど
は
行
わ
れ
ず
、
ひ
と
り
一
人
の
子
ど
も
に
見
合
っ
た
適
性
能
力
を
教
師

＝
訓
蒙
師
が
引
き
出
し
て
い
く
本
格
的
な
個
別
学
習
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
優
れ
た
学
問
の
礎
で
あ
っ
た
学
問
所
・
藩
校
も
寺
子
屋
も
近
代
明
治
の
画
一
的
な
学
校
教
育
に
よ
っ
て
不
運
に

も
こ
の
日
本
か
ら
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

今
現
代
教
育
の
最
高
学
府
に
あ
っ
て
学
ぶ
あ
な
た
方
に
と
っ
て
、
文
字
を
理
解
し
、
日
々
の
生
活
に
潤
い
を
持
つ
「
学
び
の

楽
し
み
を
知
る
」
こ
と
を
お
薦
め
し
よ
う
。
高
学
歴
人
口
は
今
の
私
た
ち
の
方
が
高
い
の
に
、
折
々
の
季
節
に
和
歌
や
俳
句
を

詠
む
と
い
っ
た
麗
し
き
慣
習
は
江
戸
の
人
た
ち
に
軍
配
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
意
味
か
ら
も
、
と
り
わ
け
江
戸
時
代
の
町
屋
を
中
心
と
し
た
寺
子
屋
の
存
在
を
知
っ
て
、
こ
こ
で
学
ぶ
庶
民
の
息
吹
を

求
め
、
こ
れ
を
手
本
に
「
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
み
方
」
を
少
し
で
も
具
現
で
き
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
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手
習
い
と
い
う
こ
と
ば
の
風
景

お
お
ら
か
に
の
び
の
び
と
子
ど
も
達
は
寺
子
屋
の
師
匠
に
つ
い
て
学
ぶ
姿
は
、
享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
の
歌
川
豊
國
（
初

代
）
画
「
風
流
て
ら
こ
吉
書
は
じ
め
け
い
こ
の
図
」
〔
公
文
研
究
会
蔵
〕
な
ど
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
墨
を
す
る
女
の
子
、
筆

で
で
紙
が
真
っ
黒
に
な
る
ま
で
ひ
た
す
ら
文
字
を
書
き
続
け
る
年
上
の
女
の
子
、
そ
の
子
に
傍
ら
か
ら
手
ほ
ど
き
す
る
師
匠
の

助
手
、
そ
し
て
中
央
に
は
、
ま
だ
年
は
の
行
か
な
い
男
の
子
に
手
を
添
え
て
筆
の
扱
い
方
（
筆
法
）
を
伝
授
す
る
美
人
の
女
師

匠
が
描
か
れ
、
そ
の
右
上
に
は
大
き
な
欠
伸
を
し
な
が
ら
筆
を
天
に
振
り
翳
す
子
、
左
上
に
は
手
本
帖
を
掲
げ
て
渡
そ
う
と
す

る
も
う
一
人
の
女
師
匠
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
斜
め
下
に
は
こ
こ
で
教
え
た
文
字
の
幾
つ
か
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

「
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
」
と
称
せ
ら
れ
た
寺
子
屋
だ
が
、
そ
の
実
風
景
を
醸
し
だ
し
て
い
る
。
元
は
寺
院
を
中
心
に
子
弟
教

育
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
「
寺
子
屋
」
と
云
う
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
そ
の
元
に
も
な
っ
た
当
時
の
教
科
書
で
あ
る

「
徃
来
物
」
の
な
か
に
そ
の
発
端
に
つ
い
て
の
記
載
が
見
え
て
い
る
。

学
ぶ
た
め
の
机
は
入
門
の
日
に
持
参
す
る
。
こ
の
机
を
「
天
神
机
」
と
云
う
。
「
天
神
様
」
は
学
問
の
神
様
、
北
野
天
満
宮

す
な
わ
ち
、
平
安
時
代
の
人
物
菅
原
道
真
公
の
こ
と
、
彼
を
祀
っ
た
。
今
で
も
受
験
の
御
利
益
を
願
っ
て
多
く
の
受
験
生
が
北

の
天
神
に
願
い
を
託
す
光
景
を
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
寺
子
屋
の
規
模
は
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
夫
婦
で
営
む
こ
と
が

多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
男
師
匠
と
女
師
匠
に
よ
る
役
割
分
担
が
あ
っ
て
、
二
階
で
男
師
匠
が
男
の
子
に
、
一
階
で
は
女
師
匠

が
女
の
子
に
各
々
に
見
合
っ
た
こ
と
が
ら
を
学
習
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

家
の
前
に
は
、「
御
家

筆
蹟
稽
古
所

○
○
堂
」
や
「
筆
道
指
南
」
な
ど
と
い
う
門
札
を
掲
げ
て
い
る
。
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改編

寺
子
屋
の
教
科
書
『
往
来
物
』

そ
の
一
「
徃
来
物
」
の
種
類(

元
は
、
小
泉
吉
永
氏
文
章
欤)

往
来
物
は
、
次
に
示
す
十
二
の
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

１
古
往
来
。
２
教
訓
科
。
３
社
会
科
。
４
語
彙
科
。
５
消
息
科
。
６
地
理
科
。
７
歴
史
科
。
８
産
業
（
実
業
）
科
。
９
理
数
科
。

合
本
科
。

女
子
用
。

詩
歌
徃
来

10

11

12

古
往
来

本
邦
最
古
の
編
纂
と
さ
れ
る
藤
原
明
衡
作
『
明
衡
徃
来
』
（
『
雲
州
消
息
』
『
雲
州
徃
来
』
）
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
板
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
の
京
都
の
板
元
に
よ
る
も
の
が
初
出
で
あ
り
、
版
を
重
ね
江
戸
後
期
に
も
流

布
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
古
・
中
世
に
成
立
し
て
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
往
来
物
を
「
古
往
来
」
と
呼
ん
で
い
る
。
代

表
作
は
、
十
二
ヶ
月
の
月
往
返
状
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
庭
訓
往
來
』
で
あ
り
、
江
戸
時
代
全
般
そ
し
て
明
治
ま
で
流
布
し
て

い
る
往
来
物
で
あ
る
。

教
訓
科

子
供
へ
の
教
戒
を
内
容
と
し
た
も
の
。
最
も
著
名
な
も
の
に
「
実
語
教
」
と
「
童
子
教
」
が
あ
る
。
前
者
が
平
安
末
期
、
後

者
が
鎌
倉
時
代
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
広
く
一
般
に
流
布
し
、
注
解
を

加
え
た
も
の
や
絵
入
り
の
者
な
ど
が
表
れ
た
。「
実
語
教
」
の
冒
頭
部
は
「
山
高
き
が
故
に
貴
か
ら
ず
、
樹
あ
る
を
も
っ
て
貴
し

と
す
、
人
肥
た
る
が
故
に
貴
か
ら
ず
、
智
あ
る
を
も
っ
て
貴
し
と
す
」
、
「
童
子
教
」
は
「
そ
れ
貴
人
の
前
に
居
て
は
、
顕
露
に

建
つ
事
を
得
ざ
れ
、
道
路
に
遇
わ
ば
跪
い
て
過
ぎ
よ
」
と
い
う
も
の
。
こ
の
ほ
か
に
日
常
生
活
の
躾
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
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た
往
来
物
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
刊
行
の
「
手
習
新
式
目
」
は
、
京
都
の
手
習
師
匠
の
笹
山
梅
庵
に

よ
っ
て
著
さ
れ
、
手
習
い
の
必
要
性
を
説
く
第
一
条
か
ら
始
ま
る
。

社
会
科

社
会
生
活
に
必
要
な
知
識
の
み
な
ら
ず
、
趣
味
・
教
養
に
関
す
る
内
容
も
含
ん
だ
も
の
で
「
慶
安
御
触
書
」
の
よ
う
な
法
令

も
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
こ
の
法
令
が
紹
介
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
観
農

の
教
訓
も
し
く
は
啓
蒙
書
と
し
て
村
々
に
配
布
さ
れ
、
広
く
人
々
に
浸
透
し
て
い
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
美
濃
岩
村
藩
や

掛
川
藩
、
出
羽
米
沢
藩
な
ど
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

語
彙
科

往
来
物
と
は
狭
義
に
手
紙
文
を
収
録
し
た
も
の
だ
が
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
手
紙
文
に
頻
出
す
る
単
語
・
短
句
・
短
文
を

収
録
し
た
も
の
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
分
類
の
中
で
広
く
普
及
し
た
往
来
物
に
『
小
野
篁
哥
字
盡
』
が
あ
る
。
刊

本
の
初
出
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
で
、
幕
末
・
維
新
期
に
い
た
る
ま
で
広
く
流
布
し
た
往
来
物
の
一
つ
で
あ
る
。

消
息
科

消
息
と
は
手
紙
の
意
味
で
あ
る
。
文
字
通
り
手
紙
の
文
例
、
も
し
く
は
手
紙
で
頻
出
す
る
単
語
や
短
句
な
ど
を
収
録
し
た
往

来
物
を
言
う
。
い
わ
ゆ
る
「
消
息
往
来
」
と
呼
ば
れ
る
往
来
物
は
、
手
紙
文
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
頻
出
す
る
単
語
・
短
句
を

書
き
並
べ
た
も
の
を
言
う
。
ち
な
み
に
、
近
世
に
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
代
表
的
な
往
来
物
に｢

風
月
往
来
」
が
あ
る
。

地
理
科

地
名
を
収
録
し
た
往
来
物
に
該
当
す
る
。
明
和
二
年
（
一
七
五
八
）
刊
行
の
「
御
江
戸
名
所
方
角
書
」
な
ど
が
あ
る
が
、
冒

頭
は
「
御
城
外
東
者
、
和
田
倉
、
八
重
洲
河
岸
…
…
」
と
始
ま
り
、
江
戸
城
を
起
点
と
し
て
東
西
南
北
と
時
計
回
り
に
江
戸
の

地
名
・
名
所
な
ど
を
例
記
し
て
い
る
。
都
市
江
戸
の
発
展
に
伴
い
、
増
補
・
改
訂
が
な
さ
れ
、
広
く
普
及
し
た
。
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歴
史
科

曽
我
兄
弟
の
あ
だ
討
ち
、
源
平
合
戦
、
太
平
記
、
大
坂
の
陣
な
ど
史
上
の
人
物
、
事
件
を
取
り
上
げ
た
往
来
物
を
さ
す
。

必
ず
し
も
史
実
と
は
限
ら
ず
、
源
義
経
や
徳
川
家
康
な
ど
が
し
た
た
め
た
と
さ
れ
る
書
状
が
教
材
と
な
っ
て
い
る
。
歴
史
上
の

人
物
の
古
い
書
状
を
い
く
つ
か
収
録
し
た
体
裁
の
た
め
、「
古
状
揃
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
中
に
、
あ
の
上
杉
景
勝
の
家
臣
、
直

江
兼
続
が
徳
川
家
康
の
難
問
に
対
し
て
応
酬
す
る
と
い
う
「
直
江
状
」
も
あ
る
と
い
う
。

産
業
（
実
業
）
科

「
商
売
往
来
」
は
、
江
戸
時
代
に
最
も
流
布
し
た
往
来
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
商
業
活
動
を
す
る
上
で
必
要
な
文
字
、
貨
幣
や

商
品
名
は
も
と
よ
り
、
商
人
生
活
の
心
得
も
収
録
し
て
い
る
。

農
業
で
は
「
農
業
往
来
」「
田
舎
往
来
」
な
ど
が
あ
る
。
工
業
で
は
「
番
匠
作
事
文
章
」
が
初
出
で
あ
る
。
ま
た
「
諸
品
寸
法
往

来
」
の
よ
う
に
材
木
や
石
材
、
紙
類
な
ど
の
標
準
寸
法
を
記
し
た
往
来
物
も
あ
る
。
こ
の
往
来
物
に
は
大
工
や
左
官
な
ど
が
実

際
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

理
数
科

自
然
科
学
に
関
す
る
往
来
物
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、「
塵
劫
記
」
の
よ
う
な
和
算
に
関
す
る
書
物
は
多
種
類
の
も
の
が
出

版
さ
れ
た
。
ま
た
「
身
体
往
来
」
の
よ
う
な
生
理
学
に
関
す
る
往
来
物
も
著
さ
れ
て
い
る
。

合
本
科

複
数
の
往
来
物
を
一
冊
の
本
と
し
て
合
本
し
た
も
の
。
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
寺
子
往
来
」
は
堀
流
水
軒

作
で
、
「
用
文
章
」
「
沽
券
状
」
「
預
り
証
」
「
諸
諸
状
」
「
寺
子
教
訓
書
」
「
船
由
来
記
」
と
い
っ
た
往
来
物
か
ら
成
っ
て
い
る
。

女
子
用

女
性
用
の
往
来
物
と
し
て
「
女
今
川
」「
女
実
語
教
」
な
ど
の
女
訓
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
明
治
以
降
も
出
版
さ
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れ
続
け
た
「
女
大
学
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
本
文
と
は
別
に
編
集
さ
れ
た
「
女
職
人
之
図
」「
同
商
人
之
図
」
と

い
っ
た
挿
絵
や
、「
百
人
一
首
」「
世
継
草
」「
同
産
前
之
次
第
」
な
ど
と
い
っ
た
も
の
が
加
わ
っ
て
、
単
な
る
教
訓
書
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
教
養
書
、
も
し
く
は
百
科
事
典
と
し
て
版
を
重
ね
て
い
っ
た
。

詩
歌

漢
詩
で
あ
る
平
安
時
代
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
基
調
と
し
て
、
漢
詩
と
和
歌
を
配
分
編
纂
し
た
徃
来
物
と
鎌
倉
時
代
の
定
家

卿
編
纂
の
『
小
倉
百
人
一
首
』
を
基
調
と
し
た
徃
来
物
と
が
江
戸
時
代
に
も
刊
行
さ
れ
、
町
家
庶
民
の
生
活
に
、
堂
上
家
の
伝

え
る
詩
歌
が
教
養
手
本
習
い
歌
と
し
て
編
纂
さ
れ
出
版
を
見
た
。


